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取扱説明書

1	 取扱説明書
取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明しています。この説明書はすべてのユーザーの手の届く
所に保管し、また、本装置の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

安全に関する重要な情報。

この取扱説明書をよくお読みください。特に基本安全注意事項と適切な使用の章を遵守してください。

	▶取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1	 表記
危険！

切迫的危険についての警告。

	▶遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告。

	▶遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。

注意！

潜在的危険性についての警告。

	▶遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながる可能性があります。

注記！ 
物的損害についての警告。

	▶遵守しない場合、装置やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶危険回避のための指示を示します。

	→実行する必要のある作業手順をマークします。

1.2	 用語定義/略称
この説明書で使用される「装置」という用語は常に以下の制御ヘッドタイプ8691を指します。

この説明書で使用される「Ex」という略称は常に「爆発危険領域」を指します。
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使用目的

2	 使用目的

制御ヘッドタイプ	8691を適切に使用しない場合、周囲の人員、システム、ならびに環境に危険が生じることがあり
ます。

本装置は媒体を制御するプロセスバルブの空圧式駆動部に取り付けられます。

	▶爆発の危険性がある領域では、制御ヘッドタイプ	8691は、必ず認可された別途貼付ラベルの仕様に従っての
み使用してください。使用の際、装置に同梱された追加説明書を、爆発危険領域に関する安全注意事項と合わ
せて遵守する必要があります。

	▶認可された別途貼付ラベルがない装置は、爆発の危険性がある領域で使用することはできません。

	▶装置を直射日光にさらさないでください。

	▶使用に際しては、契約書類および取扱説明書に指定された許容データ、稼働・使用条件を遵守してください。
これについては第「6	テクニカルデータ」章で説明されています。

	▶装置は必ずビュルケルト社が推奨するか、承認する外部装置およびコンポーネントとのみ使用してください。

	▶用途が多岐にわたる場合は、制御ヘッドが具体的な用途に適しているか、取付前に点検し、必要に応じてテス
トする必要があります。

	▶適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、安全かつ問題のない作動の前提条件となります。

	▶制御ヘッドタイプ	8691は必ず適切に使用してください。
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基本的な安全注意事項

3	 基本的な安全注意事項

これらの安全注意事項は以下の点には考慮されていません

	• 装置の取付け、操作、およびメンテナンスで起こりかねない偶発事象。

	• 設置担当者や事業者が責任をもって遵守すべき現地の安全規則。

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。

	▶システムまたは装置での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエア抜き/排出を行ってください。

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

一般的な危険状況。

機械を爆発の危険があるエリアで使用しない。

	▶システムが誤って作動しないようにしてください。

	▶設置・メンテナンス作業は、必ず認定された専門技術者が適切な工具を使用して行うようにする。

	▶電気または空圧供給の中断後、定義、もしくは制御されたプロセスの再起動が保障されるようにしてください。

	▶装置は必ず問題のない状態で、取扱説明書を遵守した上で操作してください。

	▶装置の使用計画および操作については、一般技術規則を遵守する必要があります。

装置の物的損害を防ぐために以下の点を遵守してください：

	▶制御空気接続には刺激性あるいは可燃性の媒体を注入しないでください。

	▶制御空気接続には液体を注入しないでください。

	▶ハウジングカバーまたは透明フードの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、タイプ8691
の基礎ハウジングで支えてください。

	▶ハウジングには機械的な負荷を与えないでください（物品置き場や踏み板としての使用など）。

	▶装置ハウジングの形状にはいかなる変更も加えないでください。ハウジングの部品やねじは塗装しないでくだ
さい。
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一般注意事項

4	 一般注意事項

4.1	 連絡先
白鳥橋三笠ビル

ビュルケルトジャパン株式会社	
〒112-0005	東京都文京区	
水道1-12-15	
白鳥橋三笠ビル	
電話：	03-5804-5020	
Fax：	03-5804-5021	
info.jpn@burkert.com	
www.burkert.jp

インターナショナル 
連絡先は印刷された取扱説明書の最後のページに記載されています。

以下のインターネットにも記載されています：	
www.burkert.com

4.2	 保証
保障の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの制御ヘッドの適正使用です。

4.3	 商標
記載されているブランドは、それぞれの企業/団体/組織の商標です

ロックタイト		 Henkel	Loctite	Deutschland	GmbH

4.4	 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ8691の取扱説明書およびデータシートはインターネットでご覧いただけます：	
www.burkert.jp
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システム詳細

5	 システム詳細

5.1	 構造と機能
制御ヘッドタイプ8691は、単動または複動プロセスバルブを制御できます。

制御ヘッドタイプ8691は、21xxシリーズのプロセスバルブへの統合されたモジュラーアタッチメント用に最適化さ
れています。モジュール構造により、さまざまな拡張段階が可能になります。

20xxシリーズに取り付けるための特別な仕様があります。これについては、第「5.1.1」章で説明しています。

バルブ位置の検出は、非接触式アナログセンサーエレメントを介しておこなわれ、試運転時にティーチ機能により、
バルブ端部を自動的に検出し保存します。

電気的位置フィードバックに加えて、制御ヘッドの装置ステータスは、カラーの高性能LEDによって視覚的に表示さ
れます。

オプション：ASインターフェースまたはDeviceNetを介した通信が可能です。

5.1.1	 21xxへの統合アタッチメント用の制御ヘッド

24	V	DC：ケーブル接続M16	x	1.5または円形コネクタM12	x	1

排気接続部	
表記：3

圧力制限バルブ	
（エラーが生じた場合の高すぎる内部圧力から保護するため）

制御空気接続	
表記：1

ティーチ機能	
説明については、対応するバージョン「ティーチ機能	(終端位
置の測定)」の章を参照してください

ハウジングカバーと透明フードなしのビュー

コントロールバルブ	
手動作動の3/2または	5/2ウェイ電磁バルブ

フィードエアフィルター（交換可）

固定ネジ	(2x)

ねじ端子

装置ステータス表示	(Top	LED)

コントロールバルブのステータス表示

基礎ハウジング

挿図	1：	 構造と機能

タイプ8691

日本語english

Type	XXXXType	XXXX

français

1.En
twu
rf



13

システム詳細

5.1.2	 20xxシリーズのプロセスバルブの制御用仕様

特別仕様では、制御ヘッドタイプ8691を20xxシリーズのプロセスバルブに取り付けることができます。

この仕様は、制御エア接続を駆動部の外部に接続できるように、異なる基礎ハウジングを備えています	
（「挿図	2」を参照）。

制御空気出力21

固定ねじ	(2x)

制御空気出力22

基礎ハウジング

挿図	2：	 20xxシリーズのプロセスバルブ仕様
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テクニカルデータ

6	 テクニカルデータ

6.1	 適合性
制御ヘッドタイプ8691は、EU適合宣言書に対応するEU指令に準拠しています。

6.2	 基準
適用される規格はEU指令との適合性が証明されており、EU型式検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認
することができます。

6.3	 認可
本製品はカテゴリー3GDのATEX指令2014/34/EUに準拠し、ゾーン2および22での使用が認可されています。

爆発危険領域における使用の注意事項を遵守してください。ATEX追加説明書を参照してください。

製品はcULus認可済みです。UL領域での使用のための注意事項は第	「6.8	電気データ」章に記載されています。

6.4	 動作条件
警告！

日光および温度変化により機能エラーや漏れにつながる恐れがあります。

	▶この装置を外で使用する場合は保護を行った状態で行ってください。

	▶許容周囲温度を上回る、または下回ることのないよう留意してください。

周囲温度	 	 	 	 銘板を参照

保護等級

メーカーの評価： ULの評価：
EN	60529準拠のIP65/IP671) ULタイプ4x定格、屋内使用のみ1)

使用高度	 	 	 	 	 	 	 	 海抜2000	mまで

相対湿度	 	 	 	 	 	 	 	 最大55	°Cで90%（結露なし）

1)	 	ケーブルまたはコンセントおよびソケットを正しく接続し、「8	空圧式取付」章の排気コンセプトが遵守された場合のみ。
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テクニカルデータ

6.5	 機械データ
寸法	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 データシートをご参照ください	

ハウジング材	 	 	 	 	 	 	 	 	 外部：	 	 PPS、PC、VA

シーリング材	 	 	 	 	 	 	 	 	 	外部：	 	 EPDM	
内部：	 	 NBR

バルブスピンドルのストローク範囲	 	 	 	2～28	mm	
2～47	mm

6.6	 銘板

6.6.1	 標準銘板

8691	AS-i	62SI	
single	act	 Pilot	3,0	
Pmax	7	bar	
Tamb	0	°C	～	+55	°C	
Ser.-Nr.	001000	
00179024D

-7
46
53
	In
ge
lfi
ng
en

W14UN

注文番号	

動作電圧または制御部

最大動作圧力

タイプ 制御機能、コントロールバルブ

バーコード

シリアル番号、CE認証マーク

周囲温度

挿図	3：	 銘板（例）

6.6.2	 UL銘板

8691-E3-…-0										PU02	
Single	act	Pilot	3.0		24V	 	
Pmax	7	bar	 	 	
Tamb	–10～+55	°C	
S/N	1001	
00123456D

-7
46
53
	In
ge
lfi
ng
en

W15MA

注文番号、製造コード

最大動作圧力

タイプ、ULおよびATEX適応のタイプコード特徴

制御機能、コントロールバルブ、	
コントロールバルブ供給電圧

バーコード

シリアル番号、CE認証マーク
周囲温度

挿図	4：	 UL銘板（例）

6.6.3	 UL追加ラベル

Type	4	x	enclosure
NEC	Class	2	only
Supply	voltage：24	V		 装置の電源電圧

制限付き電源回路
保護等級

挿図	5：	 UL追加ラベル（例）
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テクニカルデータ

6.7	 空圧データ
制御媒体	 	 	 	 	 	 	 	 	中性ガス、空気;	ISO	8573-1に準拠した品質クラス

	 含塵率	 	 クラス7	 	 	 	 	最大粒度40μm、最大粒子密度10	mg/m3

	 水分量	 	 クラス3	 	 	 	 	最大圧力露点–20	°Cまたは最小最低動作温度より10	°C	低い

	 油分量	 	 クラスX	 	 	 	 最大25	mg/m3

	 温度範囲		 	 	 	 	 	 	 -	10～+50	°C

	 圧力範囲	 	 	 	 	 	 	 3～7	bar

コントロールバルブ空気出力			 	250	IN/min	(換気およびエア抜きの場合)	
(QNn値、7から6	bar絶対圧力低下で定義)

接続	 	 	 	 	 	 	 	 	 	チューブコネクタ	Ø6	mm/1/4"	
ねじ込み式接続	G1/8

6.8	 電気データ
警告！

UL認可コンポーネントでは、「NEC	Class	2」に準拠した制限出力の電流回路のみ使用が認められています。

6.8.1	 バス制御24	V	DCのない電気データ

保護クラス	 	 	 	 	 	 	 DIN	EN	61140	(VDE	0140-1)準拠の3

接続	 	 	 	 	 	 	 	 	 	ケーブル接続	M16	x	1.5	SW22	(端子範囲	5～10	mm)	
ケーブル断面	0.14～1.5	mm2用ねじクランプによる	
	

円形コネクタ	(M12	x	1、8ピン)

コントロールバルブ	 	 	
	 	 動作電圧		 	 	 	 	 	 +	24	V	DC	±10%、最大残留リップル10%	
	 	 消費電力		 	 	 	 	 	 最大1	W

出力	 	 	 	 	 	 	 	 	 最大出力あたり100	mA

表示	 	 	 	 	 	 	 	 	 最大示されていライト表示	(LED)	あたり20	mA

6.8.2	 バス制御ASインターフェースを伴う電気データ

保護クラス	 	 	 	 	 	 	 DIN	EN	61140	(VDE	0140-1)準拠の3

接続	 	 	 	 	 	 	 	 	 円形コネクタ（M12	x	1、4ピン）

動作電圧	 	 	 	 	 	 	 	 29.5	V～31.6	V	DC（仕様に準拠）

出力	
	 	 最大スイッチ出力	 	 	 	 ASインターフェース経由で1W	
	 	 ウォッチドッグ機能		 	 	 統合
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テクニカルデータ

外部供給電圧のない装置：

最大消費電流	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 120	mA

通常モードでの消費電流(電流低下後	;	
バルブ	+1	終端位置に到達)		 	 	 	 	 	 90	mA

外部供給電圧を伴う装置：	

外部供給電圧	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 24	V	±10%	
	 	 電源ユニットは安全な絶縁を備	
	 	 えている必要があります	IEC	364-4-41		
	 	 (PELVまたはSELV)	準拠

最大消費電流	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 55	mA（電流低下後	≤	30	mA）

ASインターフェースからからの最大消費電流	 55	mA

6.8.3	 バス制御DeviceNetを伴う電気データ

保護クラス	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 DIN	EN	61140	(VDE	0140-1)準拠の3

接続	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 円形コネクタ（M12	x	1、5ピン）

動作電圧	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 11	V～.25	V

最大消費電流	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 <80	mA

出力	 	 	牽引電流		 	 	 	 	 	 	 	 ≤50	mA		
保持電流		 	 	 	 	 	 	 	 ≤30	m
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取付

7	 取付

7.1	 安全注意事項
危険！

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。

	▶システムまたは装置での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエア抜き/排出を行ってください。

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な取付による負傷の危険。

	▶取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。

	▶設備を誤って作動させることがないようにします。

	▶取付後、再始動が制御されていることを確認してください。

7.2	 21xxシリーズのプロセスバルブへの制御ヘッドタイプ8691の取付
注記！ 
プロセスバルブに溶接ハウジングを取付ける際は、プロセスバルブの取扱説明書にある取付注意事項を遵守して
ください。

手順：

1.スイッチングスピンドルの取付け

透明フード

駆動部

制御空気接続	
（クランプスリーブまたはスレッ	
ドソケット付チューブコネクタ）

挿図	6：	 スイッチングスピンドル（1）の取付、21xxシリーズ

	→駆動部の透明フード、スピンドル延長部の位置表示	(黄色いキャップ)	を外します(ある場合)。

	→チューブコネクタ付きタイプの場合は、クランプスリーブ（白いノズル）を両方の制御空気接続から取り外します
（ある場合）。
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取付

スピンドル延長部

ガイドエレメント

駆動カバー

溝付きリング

パック

スイッチングスピンドル

最大5	Nm

最大1	Nm

Oリング

挿図	7：	 スイッチングスピンドル（2）の取付、21xxシリーズ

注記！ 
不適切な取付はガイドエレメントの溝付きリングを損傷する場合があります。

溝付きリングはガイドエレメント内に事前取付けされており、アンダーカットに「ロック」されている必要があり	
ます。

	▶スイッチングスピンドルの取付時に、溝付きリングを損傷しないでください。

	→スイッチングスピンドルをガイドエレメントに押し込みます。

注記！ 
スレッドロッカーにより溝付きリングが汚れることがあります。

	▶スレッドロッカーをスイッチングスピンドルに塗布しないでください。

	→スイッチングスピンドルの保護のため、スレッドロッカー（ロックタイト290）をいくらか駆動部にあるスピンドル
延長部のネジ穴に注入してください。

	→ Oリングの正しい位置を確認してください。

	→ガイドエレメントを駆動カバーにねじ留めします（最大トルク：5	Nm）。

	→スイッチングスピンドルをスピンドル延長部にねじ込みます。この際上側にスロットが取り付けられています	
（最大トルク：1	Nm）。

	→パックをスイッチングスピンドルにスライドしてはめ込みます。
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2.シールリングを取り付ける

	→成形シールを駆動カバーに引き上げます（小さいほうの直径は上方向を示します）。

	→制御空気接続のOリングが正しい位置にあることを確認してください。

制御ヘッドの取付け時は、制御空気接続のクランプスリーブを駆動部に取り付けないでください。

成形シール

制御空気接続

注意：	
クランプスリーブは取
り付けないでください！

成形シールの取付

挿図	8：	 シールリングの取付、21xxシリーズ
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3.制御ヘッドを取り付ける

注記！ 
基板の損傷または誤動作。

	▶パックがガイドレールに平坦に置かれるよう注意してください。

	→パックと制御ヘッドは次のように調整します	
1.	 パックが制御ヘッドのガイドレールに収まるようにし（「挿図	9」を参照）、	
2.	 	制御ヘッドの接続プラグが駆動部の制御空気接続に収まるようにします（「挿図	10」を参照）。

ガイドレール

パック

挿図	9：	 パックの調整

	→回転動作のない制御ヘッドを、成形シールに隙間が見えなくなるまで駆動部にスライドさせます。

注記！ 
固定ネジをねじ込む際、トルクが高すぎると、保護等級IP65/IP67を確保できなくなります。

	▶固定ネジは、必ず最大トルク1.5	Nmで締め付けてください。

	→制御ヘッドを両側の固定ネジで駆動部に固定します。この際ねじは軽く締めてください（最大トルク：1.5	Nm）。

接続プラグ

制御空気接続
固定ネジ	
最大1.5	Nm

挿図	10：	 制御ヘッドの取付、21xxシリーズ
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7.3	 20xxシリーズのプロセスバルブへの制御ヘッドタイプ8691の取付
手順：

1.スイッチングスピンドルの取付け

透明フード

位置表示

駆動部

挿図	11：	 スイッチングスピンドル（1）の取付、20xxシリーズ

	→駆動部の位置表示の透明フードを緩めます。

	→駆動部内部のオレンジ/黄色の位置表示を六角レンチで緩めます。

ガイドエレメント

Oリング

プラスチックパーツ	
（スイッチングスピンドル）

パック

スイッチングスピンドル

スピンドル（駆動）

挿図	12：	 スイッチングスピンドル（2）の取付、20xxシリーズ

	→ Oリングを駆動部のカバーへ下向きに押します。

	→スイッチングスピンドル(および重なったガイドエレメント)をプラスチック部品で駆動部のスピンドルに手で
ねじ込みますが、まだ締め付けないでください。

	→ガイドエレメントを駆動部のカバーにフェースレンチ2)でねじ込みます（トルク：8.0	Nm）。

	→駆動部のスピンドルのスイッチングスピンドルを締め付けます。このため、スピンドル側にスロットが取り付け
られています（最大トルク：1.0	Nm)。

	→パックをスイッチングスピンドルにスライドしてはめ込みます。

 

2)	 円筒部Ø：3	mm、円筒部間隔：23.5	mm
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2.カバーと制御ヘッドを取り付ける

カバー
ガイドレール

パック

挿図	13：	 パックの調整とカバーの取付

	→カバーを駆動カバーに引き上げます	(駆動部サイズ	∅50	および∅63のみ).。

注記！ 
基板の損傷または誤動作。

	▶パックがガイドレールに平坦に置かれるよう注意してください。

	→制御ヘッドを駆動部にスライドさせます。その際パックが制御ヘッドのガイドレールに入るよう調整します。

	→制御ヘッドを駆動部まで完全に押し、希望の位置に回して調整します。

固定ネジ	
最大1.5	Nm

挿図	14：	 制御ヘッドの取付

制御ヘッドの空圧接続ならびに駆動部の空圧接続ができるだけ垂直に重なるよう注意してください	
（「挿図	15」を参照）。	
他の位置付けをすると、付属のアクセサリよりも長いチューブが必要となる場合があります。

注記！ 
固定ネジをねじ込む際、トルクが高すぎると、保護等級IP65/IP67を確保できなくなります。

	▶固定ネジは、必ず最大トルク1.5	Nmで締め付けてください。

	→制御ヘッドを両側の固定ネジで駆動部に固定します。この際固定ネジは軽く締めてください	
（最大トルク：1.5	Nm）。
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3.制御ヘッドの空圧接続	—	駆動部を取り付ける

制御空気出力21

制御空気出力22

制御空気接続部（上）

制御空気接続部（下）

例		
∅80、SFA

挿図	15：	 空圧接続の取付、20xxシリーズ

	→チューブコネクタを制御ヘッドと駆動部にねじ留めします。

	→アクセサリセットに付属のチューブを使用して、次の「表	1」または「表	2」で制御ヘッドと駆動部の空圧接続を
確立します。

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

	▶保護等級IP65/IP67の維持のために必要でない制御空気出力（SFAおよびSFB用）を空いている駆動部制御空
気接続と接続するかまたはシールプラグで閉じます。

制御機能	A（SFA）	
静止位置で閉じるプロセスバルブ（ばね力による）
制御ヘッド 制御空気出力 22 21

または

22 21

駆動部 制御空気接続部（上）

制御空気接続部（下）

制御機能	B（SFB）	
静止位置で開くプロセスバルブ（ばね力による）
制御ヘッド 制御空気出力 22 21

または

22 21

駆動部 制御空気接続部（上）

制御空気接続部（下）

表	1：	 駆動部との空圧接続、SFAとSFB
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制御機能	I	(SFI)
プロセスバルブ静止位置で閉口
制御ヘッド 制御空気出力 22 21

駆動部 制御空気接続部（上）

制御空気接続部（下）

プロセスバルブ静止位置で開口
制御ヘッド 制御空気出力 22 21

駆動部 制御空気接続部（上）

制御空気接続部（下）

表	2：	 駆動部との空圧接続	SFI

「静止位置」とは、制御部タイプ8691のコントロールバルブが無通電、あるいは作動していないことを意味
します。

周囲空気に湿気のある場合、制御機能Aおよび制御機能Bで制御ヘッドの制御空気出口22と駆動部の未接続
制御空気接続部をチューブで接続することができます。これにより、駆動部のスプリングチャンバーに制御ヘッ
ドの排気通路からのからの乾燥空気が供給されます。

7.4	 駆動モジュールの回転

駆動モジュール（制御ヘッドと駆動部）は、ストレートシートバルブとアングルシートバルブでのみ回転できます。

接続の位置は、駆動モジュール（制御ヘッドと駆動部）を360°回転させることにより、連続的に調整することができ
ます。

プロセスバルブタイプ2100および2101：駆動モジュール全体のみを回転させることができます。制御ヘッド
を駆動部に対して回転させることはできません。

プロセスバルブは駆動モジュールの調整時、開放位置にある必要があります。

危険！

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。

	▶システムまたは装置での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエア抜き/排出を行ってください。

手順：

	→バルブハウジングを固定エレメントに固定します（プロセスバルブがまだ組み込まれていない場合のみ必要）。

	→制御機能Aの場合：プロセスバルブを開きます。
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駆動モ	
ジュール

キー輪郭 六角部

ハウジング接続部

六角部付き六角部なし

ハウジング接続部

挿図	16：	 駆動モジュールの回転

	→適切なオープンエンドレンチを使用してハウジング接続部のレンチ面を保持します。

	→六角輪郭のない駆動モジュール：	
特殊レンチ3)をキー輪郭に正確に合わせ、駆動部の下側に調整します。

	→六角輪郭のある駆動モジュール：	
適切なオープンエンドレンチを駆動の六角部に当てます。

警告！

媒体の流出および圧力放出による怪我の危険。

回転方向が誤ってると、ハウジング連結が外れることがあります。

	▶駆動モジュールは必ず指定の方向に回してください（「挿図	17」を参照）！

	→六角輪郭のない駆動モジュール：	
時計回りに回転（下から見て）させて、駆動モジュールを希望の位置に調整します。

	→六角輪郭のある駆動モジュール：	
反時計回りに回転（下から見て）させて、駆動モジュールを希望の位置に調整します。

特殊レンチ

オープンエンドレンチ

六角部なし六角部付き

挿図	17：	 特殊レンチ/オープンエンドレンチでの回転

 

3)	 特殊レンチ（665702）はBürkert販売店でお求めいただけます。

タイプ8691

日本語english

Type	XXXXType	XXXX

français

1.En
twu
rf



27

取付

7.5	 20xxシリーズのプロセスバルブでの制御ヘッドの回転
プロセスバルブの取付け後、接続ケーブルまたはチューブがうまく取り付けられない場合、制御ヘッドを駆動部に
対して回転させることができます。

固定ネジ（2	x）

空圧接続

制御ヘッド

駆動部

挿図	18：	 制御ヘッドの回転、	20xxシリーズ

手順：
	→制御ヘッドと駆動部間の空圧接続を解除します。

	→固定ネジを外します(六角穴付きSW2.5)。

	→制御ヘッドを希望の位置に回します。

注記！ 
固定ネジをねじ込む際、トルクが高すぎると、保護等級IP65/IP67を確保できなくなります。

	▶固定ネジは、必ず最大トルク1.5	Nmで締め付けてください。

	→固定ネジは軽く締めてください（最大トルク：1.5	Nm）。

	→制御ヘッドと駆動部間の空気圧接続を再確立します。必要に応じて長めのチューブを使用してください。
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7.6	 コントロールバルブによる駆動部の手動操作
制御空気が接続されると、駆動部は電気供給なしで静止位置から終端位置へ移動し、また戻ることができます。

それには、コントロールバルブをスクリュードライバーで操作する必要があります。

注記！ 
ハンドレバーは押さえながら回すと損傷する恐れがあります。

	▶ハンドレバーを回す際は押さないでください。

ハンドレバー
は右向き

ハンドレバー
は左向き

コントロールバルブ非作動	
（通常位置）

コントロールバルブ作動

ハンドレバー

挿図	19：	 駆動部の換気およびエア抜きのためのコントロールバルブ

駆動部の終端位置への移動

	→ハンドレバーをスクリュードライバーで右に回します。

以下に注意してください：	ハンドレバーを回す際は押さないでください			

駆動部の静止位置への移動

	→ハンドレバーをスクリュードライバーで左に回します。

以下に注意してください：	ハンドレバーを回す際は押さないでください		
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8	 空圧式取付
危険！

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。

	▶システムまたは装置での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエア抜き/排出を行ってください。

警告！

不適切な取付による怪我の危険。

	▶取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。

	▶設備を誤って作動させることがないようにします。

	▶設置後に再始動を制御してください。

手順：

	→制御媒体を制御空気接続（1）に接続します		
（3～7	bar；計器用空気、油・水・埃なし）。

	→排気管またはサイレンサーを排気接続部	(3)	に接続します	(「挿図	20」を参照)。

装置の適切な機能のための重要な注意事項：

	▶取付時に背圧を発生させないようにしてください。

	▶接続には十分に断面があるホースを選択してください。

	▶排気管は、水やその他の液体が排気接続から装置に入り込まないように設計する必要があります。

排気接続部	
表記：3

制御空気接続	
表記：1

挿図	20：	 空圧式接続部

注意（排気コンセプト）：	
保護等級IP67を遵守するため、排気管は乾燥した領域に取り付けられる必要があります。	
	
かかる制御圧力を必ず圧力よりも最低0.5～1	bar高くし、駆動部を終端位置に配置できるようにします。
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9	 電気的取付け24	V	DC
制御ヘッドの電気的接触には、次の2種類の接続があります：

	• ケーブルグランド	
ケーブル接続M16x1.5およびねじ端子付き

	• 多極	
円形コネクタ	M12	x	1、8ピン付き

9.1	 安全注意事項
危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な取付による怪我の危険。

	▶取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険！

	▶設備を誤って作動させることがないようにします。

	▶設置後に再始動を制御してください。

フィールド配線端子に接続するケーブルは、75℃以上の耐熱性が必要です。

9.2	 ケーブル接続による電気的取付け
注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

	→ハウジングカバー（ステンレス鋼）を反時計回りに回して外します。

ハウジングカバー

基礎ハウジング

駆動部

挿図	21：	 制御ヘッドを開く

	→ケーブル接続にケーブルを押し込みます。

	→ワイヤを固定します	(「挿図	22：	基板	24	V	DC	—	ケーブル接続」の接続図を参照)。

タイプ8691

日本語english

Type	XXXXType	XXXX

français

1.En
twu
rf



31

電気的取付け24﻿V﻿DC

バルブ接続 Top	LEDを割り当てるためのジャンパー

IN 1

IN 2

24 V

Valve

+

-

+

-

ねじ端子	
終端位置
ねじ端子	

電源	24	V	DC
ねじ端子	

バルブ	(制御部)

ye gn

To
p

B
ot

B
ot

To
p

ジャンパー機能：

終端位置のカラーの割り当ては、ジャンパー
で設定できます。

「1.1.5	装置ステータス表示、Top	LEDの割
り当て」と		
「1.1.6	Top	LEDの割り当てを変更する	(装
置ステータス)」章を参照

IN	1	 =	 Top	(上)	
IN	2	 =	 Bot	(下)

接続図：

挿図	22：	 基板	24	V	DC	—	ケーブル接続

	→ハウジングカバーのシールの位置が正しいか点検してください。

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶ケーブル接続のユニオンナットを、使用しているケーブルサイズまたはブラインドプラグにあわせて締め付け
ます（約1.5	Nm）。

	▶ハウジングカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ケーブル接続のユニオンナットを締め付けます（トルク約1.5	Nm）。

	→ハウジングを閉じます（組立ツール：6740774)).

ハウジングカバー

基礎ハウジング

シーリング材、ハウ
ジングカバー

挿図	23：	 シーリング材、ハウジングカバーの位置

ティーチ機能でバルブの終端位置を決定し、自動的に読み込むことができます	(ティーチ機能の説明については、
「9.4	ティーチ機能	(終端位置の測定)」章を参照)

4)	 	組立ツール（674077）はBürkert販売店でお求めいただけます。
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9.3	 円形コネクタによる電気的取付
危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

	→表に従って制御ヘッドを接続します。

円形コネクタのピン割り当て	(M12	x	1、8ピン)：

6

1

7

5
4

3

2
8

ピン ワイヤカラー5) 名称 ピン割り当て
1 白 近接スイッチ、上 IN	1	(=	Top)
2 茶色 近接スイッチ、下 IN	2	(=	Bot)
3 緑 動作電圧 GND
4 黄 動作電圧	+ 24	V	DC
5 グレー バルブ制御	+ バルブ	+
6 ピンク バルブ制御— バルブ	-
7 - 不使用
8 - 不使用

表	3：	 円形コネクタM12	x	1、8ピン

ティーチ機能でバルブの終端位置を決定し、自動的に読み込むことができます	(ティーチ機能の説明については、
「9.4	ティーチ機能	(終端位置の測定)」章を参照)。

9.4	 ティーチ機能	(終端位置の測定)
ティーチ機能でバルブの終端位置を自動的に決定して読み込むことができます。

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

必要な前提条件：

ティーチ機能を作動させる前に

	• 制御ヘッドが駆動部に取り付けられていること

	• 電源電圧が接続されていること

	• 圧縮空気供給が接続されていること

5)	 指定された色は、利用可能な接続ケーブル（919061）を示しています。
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電気的取付け24﻿V﻿DC

手順：

ハウジングカバー

基礎ハウジング

駆動部

透明フード

挿図	24：	 制御ヘッドを開く

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶透明フードの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングを支えてください。

	→制御ヘッドを開く：透明フードを反時計回りに回して外します。

	→ボタンを約5秒間押し続けると、ティーチ機能がアクティブになります。

	→コントロールバルブなしのコントロールヘッドの場合のみ：	
黄色のコントロールバルブLEDが点灯したら、駆動部を上部終端位置に移動します。	
黄色のコントロールバルブLEDが再び消えたら、駆動部を下部終端位置に移動します。

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。

	→ハウジングを閉じます（組立ツール：6740776)）。

ティーチ機能を作動させるためのボタン	
(約5秒間押し続けます)

ティーチ機能の時系列の説明：

	• 下部終端位置が内部で読み取られる

	• コントロールバルブが切り替わる

	• 駆動部が自動的に上部終端位置に移動する

	• 上部終端位置が内部で読み取られる

	• コントロールバルブがオフになる

	• 駆動部が下部終端位置に戻る

ステータスLED：ティーチ機能の実行中は黄色に点滅

コントロールバルブLED	(黄)

挿図	25：	 ティーチ機能

6)	 	組立ツール（674077）はBürkert販売店でお求めいただけます。
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9.5	 ディスプレイエレメント	24	V	DC

9.5.1	 LEDステータス表示

24	V	DCバージョンのLEDステータス表示は、コントロールバルブがアクティブになっているかどうかを示します	
(LEDが黄色に点灯)。

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶透明フードの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングを支えてください。

ステータスLED	(黄)

基礎ハウジング

LEDコントロールバルブ	(黄)

挿図	26：	 LEDステータス表示、ステータスLED

ステータスLED、黄

黄LED

点滅 ティーチ機能作動中

ちらつき
パックボードなし

	→パックをセットする

表	4：	 ステータスLED、黄	—	24	V	DC

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。
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9.5.2	 装置ステータス表示、Top	LEDの割り当て

装置ステータス	(透明フード)	はカラーの高性能LED	(Top	LED)	によって制御ヘッドに視覚的に表示されます。

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶透明フードの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングを支えてください。

Top	LED

基礎ハウジング

挿図	27：	 LEDステータス表示

以下の機能が標準で表示されます：

カラー 装置ステータス

緑色のTop	LEDが点灯 下部終端位置

黄色のTop	LEDが点灯 上部終端位置

表	5：	 Top	LEDの割り当て	—	24	V	DC

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。
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9.5.3	 Top	LEDの割り当てを変更する	(装置ステータス)

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

手順：

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

	→ハウジングカバー（ステンレス鋼）を反時計回りに回して外します。

ハウジングカバー

基礎ハウジング

駆動部

挿図	28：	 制御ヘッドを開く

	→ジャンパーでTop	LEDに希望する色を割り当てます。

Top	LEDを割り当てるためのジャンパー

ye gn

To
p

B
ot

B
ot

To
pIN 1

IN 2

24 V

Valve

+

-

+

-

ye gn

To
p

B
ot

B
ot

To
p

ジャンパー機能：

終端位置のカラーの割り当ては、ジャンパーで設定できます。

Top	(上部終端位置)	またはBot	(下部終端位置)	のどちらに適用す
るかを色ごとに指定できます。

挿図	29：	 Top	LEDの割り当て
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電気的取付け24﻿V﻿DC

	→ハウジングカバーのシールの位置が正しいか点検してください。

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶ハウジングカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ハウジングを閉じます（組立ツール：6740777)).

ハウジングカバー

基礎ハウジング

シーリング材、ハウジ
ングカバー

挿図	30：	 シーリング材、ハウジングカバーの位置

7)	 	組立ツール（674077）はBürkert販売店でお求めいただけます。
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10	 ASインターフェースの設置

10.1	 ASインターフェースの電源オン
ASインターフェース（アクチュエータセンサーインターフェース）はフィールドバスシステムで、主にバイナリセンサ
ーとアクチュエータを上位制御（マスター）と連結させるために使用します。

バスライン

情報（データ）およびエネルギー（アクチュエータおよびセンサーの供給電圧）に転送されるシールドされていない
2線式ライン（ASインターフェース・フラットケーブルとしてのASインターフェースライン）。

ネットワークトポロジー

広範囲で自由に選択でき、スター型、ツリー型およびラインネットワークが可能です。詳細はASインターフェース仕
様（仕様バージョン3.0に準拠したバージョンA/Bスレーブ）に記載されています。

10.2	 ASインターフェース基板のテクニカルデータ

電源：	 	 ASインターフェース経由	(29.5	V～31.6	V)

出力：	 	 	1	バルブY1、最大1	W、統合ウォッチドッグ機能による	
約100	ms後の電力削減

認証：	 	 バージョン3.0による認証番号77601

10.3	 プログラミングデータ
ASインターフェース		
31スレーブ

ASインターフェース		
62スレーブ

出入力構成	 B	hex	(1出力、2入力)
IDコード F	hex	 A	hex	
拡大IDコード1 F	hex 7	hex
拡大IDコード2 F	hex E	hex
プロファイル S-B.F.F S-B.A.E
表	6：	 プログラミングデータ

ビット割り当て

データビット D3 D2 D1 D0

入口 0		 Topに未到達	
1		 Topに到達

0		 Botに未到達	
1		 Botに到達 — —

出力 — — 不使用 0		 コントロールバルブ		 OFF	
1		 コントロールバルブ		 ON

パラメータビット P3 P2 P1 P0

出力 不使用 不使用 不使用 「0」START	ティーチ機能	
「1」STOP	ティーチ機能

表	7：	 ビット割り当て
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10.4	 ASインターフェースの電気式設置

10.4.1	 安全注意事項

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な取付による怪我の危険。

	▶取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。

	▶システムが意図しない動作から保護してください。

	▶設置後に再始動を制御してください。

10.4.2	 円形コネクタ	(M12	x	1、4ピン、オス)	による接続

外部供給電圧のない/あるバス接続	

ピン 名称 ピン割り当て
1 バス	+ バス回線、ASインターフェース	+

2 無電流接続またはGND（
オプション） 配線なしまたは外部供給電圧	—	（オプション）

3 バス— バス回線、ASインターフェース—

4 無電流接続または24	V	+（
オプション） 配線なしまたは外部供給電圧	+（オプション）

表	8：	 ASインターフェース	円形コネクタのピン割り当て

コネクタ概略図：ピンに向かって前から、はんだ接続部はこの後ろにあります

ピン4：

通常閉

ピン1：

バス	+

ピン3：

バス—

ピン2：

通常閉

ピン4：

24	V	+

ピン1：

バス	+

ピン3：

バス—

ピン2：

GND

挿図	31：	 外部供給電圧なしのバス接続 挿図	32：	 外部供給電圧によるバス接続(オプシ	
ョン)

ティーチ機能でバルブの終端位置を決定し、自動的に読み込むことができます	(ティーチ機能の説明については、
「10.5	ティーチ機能	(終端位置の測定)」章を参照)。
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ASインターフェースの設置

10.4.3	 多極ケーブルおよびフラットケーブルクランプによる接続

4ピン円形コネクタによるバス接続仕様の代わりとして、多極ケーブル（M12円形コネクタ）およびフラットケーブル
クランプを使用する制御ヘッドがあります。円形コネクタの回路図はバス接続M12円形コネクタ	4ピン（「図25」	
と「図26」を参照）に相当し、簡単にフラットケーブルクランプ（「挿図	33」を参照）と接続できます。

挿図	33：	 多極ケーブルおよびフラットケーブルクランプによる制御ヘッド8691

フラットケーブルクランプの取扱い

多極ケーブルには、M12チューブコネクタ出力のあるASインターフェース・フラットケーブル用のフラットケーブルク
ランプが付いています。フラットケーブルクランプにより、ASインターフェース・フラットケーブルをカットしたりスキ
ンせずに「はめ込み」設置ができる貫通技術によるASインターフェース・フラットケーブルの接触が実現されます。

ねじ

M12チューブコネクタ出力

作業手順：

	→フラットケーブルクランプを開きます	
（ねじを外してカバーを持ち上げます）

	→ ASインターフェース・フラットケーブルを確実に
挿入します

	→フラットケーブル端子を再び閉じます

	→ねじを締め付けます	
セルフタッピンねじを短く戻し回し（左におよそ
3/4回転）、備わっているネジ穴にはめてねじ込
みます。

挿図	34：	 フラットケーブルクランプ

ティーチ機能でバルブの終端位置を決定し、自動的に読み込むことができます	(ティーチ機能の説明については、
「9.4	ティーチ機能	(終端位置の測定)」章を参照)。
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ASインターフェースの設置

10.5	 ティーチ機能	(終端位置の測定)
ティーチ機能でバルブの終端位置を自動的に決定して読み込むことができます。

バスタイプASインターフェースでは、バスプロトコルを介してティーチ機能を開始することもできます。

	

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

必要な前提条件：

ティーチ機能を作動させる前に

	• 制御ヘッドが駆動部に取り付けられていること、

	• 電源電圧が接続されていること、

	• 圧縮空気供給が接続されていて、

	• コントロールバルブがOFF	(D0	=	0)であること。

手順：

ハウジングカバー

基礎ハウジング

駆動部

透明フード

挿図	35：	 制御ヘッドを開く

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶透明フードの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングを支えてください。

	→制御ヘッドを開く：透明フードを反時計回りに回して外します。

	→ボタンを約5秒間押し続けると、ティーチ機能がアクティブになります。

	→コントロールバルブなしのコントロールヘッドの場合のみ：	
黄色のコントロールバルブLEDが点灯したら、駆動部を上部終端位置に移動します。	
黄色のコントロールバルブLEDが再び消えたら、駆動部を下部終端位置に移動します。
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ASインターフェースの設置

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。

	→ハウジングを閉じます（組立ツール：6740778))。

ティーチ機能を作動させるためのボタン	
(約5秒間押し続けます)

ティーチ機能の時系列の説明：

	• 下部終端位置が内部で読み取られる

	• コントロールバルブが切り替わる

	• 駆動部が自動的に上部終端位置に移動する

	• 上部終端位置が内部で読み取られる

	• コントロールバルブがオフになる

	• 駆動部が下部終端位置に戻る

ステータスLED：	
ティーチ機能の実行中は黄色に点滅

コントロールバルブLED	(黄)

挿図	36：	 ティーチ機能

ティーチ機能が有効になっている場合、ASインターフェース通信を介した駆動の制御はできません。

8)	 	組立ツール（674077）はBürkert販売店でお求めいただけます。
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ASインターフェースの設置

10.6	 ASインターフェースのディスプレイエレメント

10.6.1	 LEDステータス表示

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶透明フードの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングを支えてください。

バスLED、緑

バスLED、赤

ステータスLED、黄
Top	LED

基礎ハウジング

コントロールバルブLED、黄

挿図	37：	 LEDステータス表示、ASインターフェース

ステータスLED、黄

黄LED

点滅 ティーチ機能作動中

ちらつき パックなし	
→	パックをセットする

表	9：	 ステータスLED黄、ASインターフェース

コントロールバルブLED、黄

黄LED	(V)	は、コントロールバルブがアクティブになっているかどうかを示します	(LEDが黄色に点灯)。
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ASインターフェースの設置

バスLED、赤と緑

赤と緑のLED（バス）はバスの状態を示します：

緑LED 赤LED

オフ オフ POWER	OFF

オフ オン データトラフィックなし（スレーブアドレスが0以外の期限切れのウォッチドッグ）

オン オフ OK

点滅 オン 0以外のスレーブアドレス

オフ 点滅 センサー電源の過負荷または外部リセット

点滅 点滅 ティーチ機能エラー	(周辺エラー)

表	10：	 バスステータスのLEDステータス

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。

10.6.2	 装置ステータス表、Top	LEDの割り当て

装置ステータス	(透明フード)	はカラーの高性能LED	(Top	LED)	によって制御ヘッドに視覚的に表示されます。

以下の機能が標準で表示されます：

カラー 装置ステータス

緑色のTop	LEDが点灯 下部終端位置

黄色のTop	LEDが点灯 上部終端位置

赤色のLEDが点滅	

	 	 	緑色または黄色の	
Top	LEDと交互に

データトラフィックなし	
または	
ティーチ機能エラー

表	11：	 Top	LEDの割り当て、ASインターフェース
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ASインターフェースの設置

10.6.3	 Top	LEDの割り当てを変更する	(装置ステータス)

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

手順：

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

	→ハウジングカバー（ステンレス鋼）を反時計回りに回して外します。

ハウジングカバー

基礎ハウジング

駆動部

挿図	38：	 制御ヘッドを開く

	→ジャンパーでTop	LEDに希望する色を割り当てます	(「挿図	39」を参照)。

バルブ接続

Top	LEDを割り当てるためのジャンパー

ジャンパー機能：

終端位置のカラーの割り当ては、ジャンパーで設
定できます。

Top	 (上部終端位置)	またはBot	 (下部終端位置)		
のどちらに適用するかを色ごとに指定できます。

内部接続

挿図	39：	 	ASインターフェース基板

	→ハウジングカバーのシールの位置が正しいか点検してください。
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ASインターフェースの設置

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶ハウジングカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ハウジングを閉じます（組立ツール：6740779))。

ハウジングカバー

シーリング材、ハウ
ジングカバー
基礎ハウジング

挿図	40：	 シーリング材、ハウジングカバーの位置

9)	 	組立ツール（674077）はBürkert販売店でお求めいただけます。
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11	 DEVICENETの設置

11.1	 概念説明
	• DeviceNetは、CANプロトコル（Controller	Area	Network）に基づくフィールドバスシステムです。これにより、上位
の制御デバイス（マスター）とアクチュエータおよびセンサ（スレーブ）のネットワークが可能になります。

	• DeviceNetでは、制御ヘッドはDeviceNet仕様で定義された事前定義のマスター/スレーブ接続セットに基づく	
スレーブデバイスです。Polled	I/O、Bit	Strobed	I/OおよびChange	of	State（COS）は、I/O接続バリアントとして	
サポートされています。

	• DeviceNetでは、優先度の高い周期的またはイベント駆動型の転送プロセスメッセージ（I/Oメッセージ）と、優先
度の低い非周期的管理メッセージ（明示的なメッセージ）が区別されています。

	• プロトコルシーケンスは、DeviceNet仕様のリリース2.0に対応しています。

11.2	 テクニカルデータ
EDSファイル		 	 	 BUE8691.EDS

アイコン	 	 	 	 	 BUE8691.ICO

ボーレート	 	 	 	 	125	kBit/s、250	kBit/s、500	kBit/s	(DIPスイッチ経由);	
工場出荷時設定：125	kBit/s

アドレス	 	 	 	 	 	0…63	(DIPスイッチ経由);		
工場出荷時設定：63

プロセスデータ		 	 	1つの静的入力アセンブリ	(入力：制御ヘッド8691からDeviceNetマスター/スキャナーへ)	
1つの静的出力アセンブリ

11.3	 最大ケーブル長

ネットワークの最大全長ケーブル長（メイン/スタブラインの総計）は、ボーレートに応じて異なります。

11.3.1	 DeviceNet仕様に準拠したケーブル全長

ボーレート
最大ケーブル全長10)

太ケーブル（thick	cable） 細ケーブル（thin	cable）
125	kBaud 500	m

すべてのボーレートで100	m250	kBaud 250	m
500	kBaud 100	m
表	12：	 ケーブル全長

10)	 DeviceNet仕様に準拠。	
別のケーブルタイプを使用する場合は、より低い最大値が適用されます。
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11.3.2	 スタブライン長さ（Drop	Lines）

ボーレート
スタブラインの長さ（Drop	Lines）
最大長 ネットワークでの最大全長

125	kBaud
すべてのボーレートで6	m

156	m
250	kBaud 78	m
500	kBaud 39	m

表	13：	 スタブラインの長さ

11.4	 バス故障時の安全位置
バス故障時は、コントロールバルブがプログラミング可能な安全位置（デフォルト：コントロールバルブは非通電）
に切り替えられます。構成データについては、「11.9	制御ヘッドの構成」章を参照してください。

11.5	 インターフェース

制御ヘッド	8691

DeviceNet
バス	+	電源 バス	

11.6	 電気式設置DeviceNet
バスラインは、シールド付きの4芯ケーブルで、DeviceNet仕様に準拠している必要があります。

情報（データ）とエネルギー（低電力アクチュエータとセンサーの電源）の両方がケーブルを介して転送されます。

11.6.1	 安全注意事項

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な取付による怪我の危険。

	▶取付は必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。

	▶設備を誤って作動させることがないようにします。

	▶設置後に再始動を制御してください。
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11.6.2	 DeviceNet基板の構造

バルブ接続

内部接続

LEDコントロールバルブ	(黄)
装置ステータスLED	(ツートンカラー：赤/緑)
バスLED	(ツートンカラー：赤/緑)

バスアドレスとボーレートの	
DIPスイッチ

挿図	41：	 DeviceNet基板	

11.6.3	 バス接続	(円形コネクタ	M12	x	1、5ピン、オス)

制御ヘッドには、5ピンのマイクロスタイルの円形コネクタがあります。

次のピン割り当ては、DeviceNet仕様に対応しています。

ピン 1 2 3 4 5
信号 シールド V	+ V	— CAN_H CAN_L
表	14：	 DeviceNet	円形コネクタのピン割り当て

ピン4：CAN_H	
	 	 白

ピン5：CAN_L	
	 	 青
ピン1：ドレイン	
	 	 (シールド)

ピン3：V	—	
黒

ピン2：V	+	
赤

データライン

供給電圧	
11～25	V	DC

最大出力	3	W、	
バルブ切り替え時

挿図	42：	 ピンへのプラグ正面図、はんだ接続はその後ろにあります	

11.7	 DeviceNetシステムの終端回路

DeviceNetシステムを設置する際は、データラインの正しい終端回路に注意してください。

回路はデータラインへの信号反射により障害の発生を回避します。

そのため、メインラインは両端でそれぞれ120	Ωの抵抗	および1/4	Wの電力損失で完了する必要があります	
（「挿図	43：	ネットワークトポロジー、DeviceNet」を参照）。
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11.8	 DeviceNetシステムのネットワークトポロジー
メインライン（Trunk	Line）と複数のスタブライン（Drop	Lines）のライン。

メインラインおよびスタブラインは同じ素材で作られています	(「挿図	43」を参照)。

メインライン（Trunk	Line）	
DeviceNetケーブル

終端抵抗	
120	Ω		
¼	W

終端抵抗	
120	Ω		
¼	W

スタブライン	
（Drop	Lines）	
DeviceNetケーブル	
最大長さ6	m

T01 Tn

フィールドバスパティシパント1（ノード1） フィールドバスパティシパントn（ノードn）

V	+

V	—

CAN_H

CAN_L

挿図	43：	 ネットワークトポロジー、DeviceNet

11.9	 制御ヘッドの構成

11.9.1	 DIPスイッチ

挿図	44：	 DeviceNetのDIPスイッチ

構成用に8のDIPスイッチが備わっています：

	• DIPスイッチ1～6まで	 DeviceNetアドレス用

	• DIPスイッチ7～8まで	 ボーレート用
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危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

手順：

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

	→ハウジングカバー（ステンレス鋼）を反時計回りに回して外します。

ハウジングカバー

基礎ハウジング

駆動部

挿図	45：	 制御ヘッドを開く

	→次の表に従ってDIPスイッチを設定します。

DeviceNetアドレスの設定
MAC	ID	—	Medium	Access	Control	Identifier：	
[DIP	1=off=0		/		DIP	1=on=1		/		MAC	ID=DIP	1*20+DIP	2*21+…+DIP	6*25]

DIP	1	
[20=1]

DIP	2	
[21=2]

DIP	3	
[22=4]

DIP	4	
[23=8]

DIP	5	
[24=16]

DIP	6	
[25=32] MAC	ID

off off off off off off 0
on off off off off off 1
off on off off off off 2
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
off on on on on on 62
on on on on on on 63

表	15：	 DeviceNetアドレスの設定
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ボーレートの設定
ネットワークのボーレートへの制御ヘッドの適合：

DIP7 DIP8 ボーレート

off off 125	kBaud
on off 250	kBaud
off on 500	kBaud
on on 不許可

表	16：	 ボーレートの設定

	→ハウジングカバーのシールの位置が正しいか点検してください。

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶ハウジングカバーの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングで支えてく
ださい。

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶ハウジングカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ハウジングを閉じます（組立ツール：67407711)).

シーリング材、	
ハウジングカバー

ハウジングカバー

基礎ハウジング

挿図	46：	 シーリング材、ハウジングカバーの位置

以下に注意してください：

DIPスイッチを操作して設定を変更した場合は、装置を再起動した後に有効になります。

再起動には	

	• 制御ヘッドを主電源から短時間切断して再接続するか、

	• 電源をオフ/オン、または

	• 該当するリセットメッセージの送信します。

11)	 	組立ツール（674077）はBürkert販売店でお求めいただけます。
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11.10	 プロセスデータの構成
I/O接続を介してプロセスデータの送信するには、1つの静的入力と1つの静的出力アセンブリを使用できます。	
これらのアセンブリでは、選択された属性が1つのオブジェクトに結合されるため、I/O接続を介してプロセスデー
タとして一緒に送信できます。

プロセスデータは

	• 接続バリアント「Polled	I/O」および「Bitstrobed	I/O」で周期的にアクセスでき、入力値が変更された場合は「Change	
of	state」、または	

	• 明示的なメッセージを介して非周期的にアクセスできます。	
	
非周期的アクセスのアクセスパスは次のとおりです：	 クラス	 	 4	
	 	 	 	 	 	 	 インスタンス	 1	
	 	 	 	 	 	 	 属性	 	 3	
	
サービス「Get_Attribute_Single」で入力データを非周期的に読み取ることができます。	
サービス「Set_Attribute_Single」で出力データに非周期的に書き込むことができます。

入力用の1データバイト：	
(センサーまたはイニシエーター)

出力用の1データバイト：	
(アクチュエータまたはバルブ)

ビット センサー 値の割り当て ビット コントロールバ
ルブ 値の割り当て

ビット0 終端位置 0		 Botに未到達	
1		 Botに到達 ビット0 Y1	 0		 コントロールバルブ		 OFF	

1		 コントロールバルブ		 ON

ビット1 終端位置 0		 Topに未到達	
1		 Topに到達 ビット1… 未使用 0		 常時

ビット2… 未使用 0		 常時
ビット7

ビット7
表	17：	 入力のデータバイト 表	18：	 出力のデータバイト
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11.11	 バスエラー発生時のコントロールバルブの安全位置の構成
バスエラーが発生した場合、バスステータスLEDは「緑点滅」、「赤点滅」、「赤」のステータスを適用することができ
ます。	
(詳細は58ページの「バスLEDの状態」を参照)

バルブの安全位置と安全モジュールの属性を使用して、バスエラー発生時にコントロールバルブを構成できます。

バスエラー発生時のコントロールバルブの構成データには、明示的なメッセージを介して非周期的にアクセスで
きます。

	• サービス「Get_Attribute_Single」は、構成データへの読み取りアクセスを表します。

	• サービス「Set_Attribute_Single」は、構成データへの書き込みアクセスを表します。

安全モード用の1データバイト：	
（属性アドレス：クラス150、インスタンス1、	
属性7）

バルブの安全位置用の1データバイト：	
（属性アドレス：クラス150、インスタンス1、属性6）

ビット モード 値の割り当て ビット コントロールバ
ルブ 値の割り当て

ビット0
バスエラ
ー発生時
の動作

0		 安全位置	
	 	 送出	
1		 最後のバルブ位置	
	 	 維持

ビット0
Y1	
(コントロール
バルブ1)

0		 コントロールバルブ1	 OFF	
1		 コントロールバルブ1	 ON

ビット1… 未使用 0		 常時
ビット1～7 未使用 0		 常時 ビット7
表	19：	 	安全モードのデータバイト 表	20：	 	バルブの安全位置のデータバイト
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11.12	 ティーチ機能	(終端位置の測定)
ティーチ機能で駆動部の終端位置を自動的に決定して読み込むことができます。

DeviceNetバス仕様では、バスプロトコルと通信ソフトウェアを介してティーチ機能を開始することもできます	
(「11.12.1	ティーチ機能の開始」章を参照)	。

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

必要な前提条件：

ティーチ機能を作動させる前に

	• 制御ヘッドが駆動部に取り付けられていること、

	• 電源電圧が接続されていること、

	• 圧縮空気供給が接続されていて、

	• マスターへの接続を確立されていること。

手順：

ハウジングカバー

基礎ハウジング

駆動部

透明フード

挿図	47：	 制御ヘッドを開く

注記！ 
回転による空圧接続プラグの破損。

	▶透明フードの取付けおよび取外し時は、プロセスバルブの駆動部ではなく、基礎ハウジングを支えてください。

	→制御ヘッドを開く：透明フードを反時計回りに回して外します。

	→ボタンを約5秒間押し続けると、ティーチ機能がアクティブになります。

	→コントロールバルブなしのコントロールヘッドの場合のみ：	
黄色のコントロールバルブLEDが点灯したら、駆動部を上部終端位置に移動します。	
黄色のコントロールバルブLEDが再び消えたら、駆動部を下部終端位置に移動します。
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ティーチ機能を作動させるためのボタン	
(約5秒間押し続けます)

ティーチ機能の時系列の説明：

	• 下部終端位置が内部で読み取られる

	• コントロールバルブが切り替わる

	• 駆動部が自動的に上部終端位置に移動する

	• 上部終端位置が内部で読み取られる

	• コントロールバルブがオフになる

	• 駆動部が下部終端位置に戻る

ステータスLED：	
ティーチ機能の実行中は黄色に点滅

コントロールバルブLED	(黄)

挿図	48：	 ティーチ機能付き制御ヘッド

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。

	→ハウジングを閉じます（組立ツール：67407712)）。

ティーチ機能が有効になっている場合、DeviceNet通信を介した駆動の制御はできません。

12)	 	組立ツール（674077）はBürkert販売店でお求めいただけます。
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11.12.1	 ティーチ機能の開始

ティーチ機能は、「ティーチ機能」属性を介して開始および読み取ることができます。

ユーザーは、読み出しに関する2つの情報を受け取ることができます：

	• 最初にティーチ機能が終了したかどうかが通知されます。	

	• ティーチ機能の終了後、機能の結果を読み取ることができます。

アクセスは、サービス「Set_Attribute_Single」（書き込みアクセス）および「Get_Attribute_Single」（読み取りアク
セス）を使用した明示的メッセージを介して非周期的に行われます。

ティーチ機能用の1データバイト：	
（属性アドレス：クラス150、インスタンス1、属性8）

Set_Attribute_Single:

ビット モード 値の割り当て
ビット0 ティーチ機能 0		 ティーチ機能開始
ビット1 未使用 —		(読み取りアクセスのみ許可)
ビット2～7 未使用 0		 常時
表	21：	 Set_Attribute_Single

Get_Attribute_Single:

ビット モード 値の割り当て

ビット0 ティーチ機能 0		 ティーチ機能作動中	
1		 ティーチ機能終了

ビット1 ティーチ機能の結果	
(ティーチ機能終了後に利用可)

0		 ティーチ機能が正常に終了	
1		 ティーチ機能に障害

ビット2～7 未使用 0		 常時
表	22：	 Get_Attribute_Single

11.13	 DeviceNetのディスプレイエレメント

11.13.1	 LEDステータス表示

ステータス
LED	(黄)

Top	LED

コントロールバルブLED	(黄)
装置ステータスLED	(ツートンカラー：赤/緑)
バスLED	(ツートンカラー：赤/緑)

挿図	49：	 LED表示、DeviceNet
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11.13.2	 装置ステータスLEDとバスLEDの機能テスト

電圧を印加した後（ネットワークケーブルの接続）、ツートンカラーの装置ステータスLEDとバスLEDに対して次の
機能テストが実行されます：

	• LEDが短時間緑色に点灯	(約¼秒)

	• LEDが短時間赤色に点灯	(約¼秒)

	• LEDオフ

続いて、LEDが短時間点灯する別の機能テストが行われます。

テスト完了後、LEDは次の表に記載されている装置の状態を示します。

バスLEDの状態

LED 装置状態 説明 トラブルシューティング

オフ 供給なし/オンライン
ではありません

	• 装置に電圧が供給されていません

	• 装置はまだDuplicate	MAC	IDテス
トを完了していません（テストには
約2秒かかります）

	• 装置はDuplicate	MAC	IDテストを
終了できません。

	• 装置が唯一のネットワークパティシ
パントである場合は、他の装置を接
続します

	• 装置を交換します

	• ボーレートを点検します

	• バス接続を点検してください

緑	 オンライン、マスター
への接続が存在します

	• マスターへの接続がある通常の動
作状態

緑の
点滅

オンライン、マスター
への接続なし

	• マスターに接続していない通常の
動作状態

赤の
点滅

接続	
タイムアウト

	• 1つ以上のI/O接続がタイムアウト
状態です

	• I/Oデータが確実に周期的に送信さ
れるように、マスターによる新しい
接続を確立します。

赤 重大なエラー

	• サークル内に同じMAC	IDアドレス
を持つ別の装置があります

	• 通信の問題によりバス接続が失わ
れています

	• ボーレートを点検します

	• 必要に応じてデバイスを交換して
ください

表	23：	 バスLEDの状態

装置ステータスLEDの状態

LED 装置状態 説明

オフ 供給なし: 	• 装置に電圧が供給されていません

緑	 装置は稼働してい
ます 	• 通常の動作状態

表	24：	 装置ステータスLEDの状態
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コントロールバルブLEDの状態

LED 説明

オフ 	• コントロールバルブは制御されません

黄	 	• コントロールバルブが制御されます

表	25：	 コントロールバルブLEDの状態

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。

11.13.3	 装置ステータス表、Top	LEDの割り当て

装置ステータス	(透明フード)	はカラーの高性能LED	(Top	LED)	によって制御ヘッドに視覚的に表示されます。	
緑と黄色のTop	LEDの終端位置への割り当ては、明示的なメッセージ（属性アドレス：クラス150、インスタンス1、
属性9）または通信ソフトウェアを介して換えることができます。

以下の機能が標準で表示されます：

カラー 装置ステータス

緑色のTop	LEDが点灯 下部終端位置

黄色のTop	LEDが点灯 上部終端位置

赤色のLEDが点滅	

	 	 	緑色または黄色の	
Top	LEDと交互に

	• オンライン、マスターへの接続なし

	• 接続タイムアウト

	• 重大なエラー
表	26：	 Top	LEDの割り当て、DeviceNet

ステータス
LED	(黄)

Top	LED

挿図	50：	 Top	LEDとステータスLED、DeviceNet

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。
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11.13.4	 ステータスLED、黄

黄LED

点滅 ティーチ機能作動中

ちらつき パックなし	
→	パックをセットする

表	27：	 ステータスLED、黄	—	DeviceNet

注記！ 
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

保護等級IP65/IP67の遵守のため：

	▶透明フードを停止位置までねじ込みます。
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12	 安全終端位置

電気または空圧式補助エネルギーの故障後の安全終端位置：

駆動部タイプ 名称 補助エネルギーの故障後の安全終端位置

up

down

単動

制御機能A

電気式 空圧式

down down

up

down

単動

制御機能B
up up

up

down

複動式

制御機能I
down	 未定義

表	28：	 安全終端位置
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13	 メンテナンス

13.1	 フィードエアフィルターのサービス
危険！

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。

	▶システムまたは装置での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエア抜き/排出を行ってください。

制御空気は、内部コントロールバルブと駆動部を保護するためにフィルタリングされます。

設置された状態でのフィードエアフィルターの流量方向は、スクリーンメッシュを通って内側から外側です。

フィードエアフィルター

チューブコネクタ

Oリング

挿図	51：	 フィードエアフィルターのサービス

手順：

	→固定エレメントを押し込んでチューブコネクタをロック解除し、フィードエアフィルターを引き出します（場合に
よってはフィルターヘッドのくぼみ間に適切な工具を使用します）。

	→フィルターをクリーニングするか、必要に応じてフィルターを交換してください。

	→内部にあるOリングを点検し、場合によっては清掃します。

	→フィードエアフィルターをチューブコネクタに停止するまで差し込みます。

危険！

不適切な取付けによる怪我の危険。

	▶フィードエアフィルターは正しく取り付けてください。

	→フィードエアフィルターが正しく取り付けられているか確認してください。
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14	 取外し

14.1	 安全注意事項
危険！

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。

	▶システムまたは装置での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエア抜き/排出を行ってください。

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告！

不適切な取外しによる怪我の危険。

	▶取外しは必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実施してください。

制御不能や意図しないシステムの起動による負傷の危険。

	▶設備を誤って作動させることがないようにします。

	▶取外し後、制御された再始動を確保してください。

14.2	 制御ヘッドの取外し

手順：

1.	 空圧接続

危険！

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。

	▶システムまたは装置での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエア抜き/排出を行ってください。

	→空圧式接続を取り外します。

	→シリーズ20xx：	
駆動部への空圧接続を外します。
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2.	 電気接続

危険！

感電による危険。

	▶設備または機械で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

	▶現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

円形コネクタ：

	→円形コネクタを緩めます。

ケーブルグランド：

	→制御ヘッドを開く：透明フードを反時計回りに回して外します。

	→ねじ端子を外してケーブルを引き出します。

	→制御ヘッドを閉じます。

3.	 機械式接続

	→固定ネジを緩めます

	→制御ヘッドを取り外します。

空圧式接続

制御ヘッド

駆動部

固定ネジ（2	x）

駆動部への	
空圧接続

駆動部

電気接続	
円形コネクタ

シリーズ21xx シリーズ20xx

挿図	52：	 制御ヘッドの取外し

タイプ8691

日本語english

Type	XXXXType	XXXX

français

1.En
twu
rf



65
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15	 アクセサリ

名称 注文番号

接続ケーブルM12	x	1、8ピン 919061

特殊レンチ 665702

組立ツール 674077

延長ケーブルと連結したPC接続用USBアダプター 227093

Bürkertコミュニケーター 情報はwww.burkert.jp

表	29：	 アクセサリ

15.1	 通信ソフトウェア
PC操作プログラム「Bürkertコミュニケーター」は、DeviceNetを介したバス制御でタイプ	8691装置と通信するよう
に設計されています。製造年2014年4月以降の装置は、あらゆる機能をサポートしています。互換性の問題につい
ては、Bürkertセールスセンターにお問い合わせください。

ソフトウェアのインストールと操作の詳細な説明は、対応する取扱説明書に記載されています。

15.2	 USBインターフェース
PCには装置との通信用のUSBインターフェースのほか、インターフェースドライバを備えたアダプターが必要とな
ります（「表	29：	アクセサリ」を参照）。

データ転送はHART仕様に基づいて実行されます。

15.3	 ダウンロード
ソフトウェアのダウンロードは：www.burkert.jp
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梱包、輸送

16	 梱包、輸送
注記！ 
輸送損害。

機械の保護が不十分な場合、輸送に損傷が生じることがあります。

	▶製品を耐衝撃性のあるパッケージに入れて輸送し、湿気や汚れから保護してください。

	▶保管温度の超過または低下につながる可能性がある熱や冷気による影響を避けてください。

17	 保管
注記！ 
誤った保管は機械の損傷の原因となることがあります。

	▶装置は乾燥したほこりのない状態で保管してください。

	▶保管温度：	–20～+65	°C。	

18	 廃棄
	→装置と梱包材は環境に優しい方法で廃棄してください。

注記！ 
媒体汚染された部品による環境への被害。

	▶廃棄規制および環境規制を遵守してください。

注記：

国内の廃棄物処理規定を遵守してください。
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